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「続・眠らない風景」より



　
 
1961年広島生まれ。
大阪芸術大学写真学科卒業後、大阪宣伝研究所を経てフリーランス。
夜の街を彷徨して撮影した写真集「眠らない風景」他、「京阪沿線」
「ウイークエンド」「記憶への旅」「肖像権」などの著作がある。
日本写真家協会・日本写真協会会員。

時 の 流 れ の 中 に 佇 む 風 景

写真と時は、いつも密な関係にあるようです。

一瞬を捉える写真は、まさに「時刻」をフィルム

に刻むわけですが、時刻から時刻の間をずうっと

撮る、夜の長時間露光写真では、そこに時刻だけ

ではなく「時間」が写っているわけです。

［時間とは全宇宙において一様に流れ、任意の系

において時間は共通である ］

ニュートンの絶対時間によると数学的、あるいは

物理的な時間は、場所や空間を問わず、すべて同

じ「時間」が流れているということらしいですが

… ほんとうでしょうか。

日々いろいろな風景を探していると、私たちが

いつも感じている日常の「時」と、あきらかに異

なった時が流れている空間に出くわすことがある

のです。騒がしい都会の片隅に忽然と現れるそれ

らの風景。時間というものが「過去」から「未来」

に流れるものだとしたら、これらの風景からは、

いつも「過去」しか感じることができないのです。

ここには人が感じる「時」より、もっと長いサイ

クルの時間が流れているからでしょうか、あるい

は、私たちのいる空間の「時の流れ」が早すぎる

のでしょうか。

古代と現代では時間の考え方が違うとされてい

ます。今でものどかな風景を目の前にすれば、人

は時の流れを忘れて佇んでしまうはず。時間的な

観念が存在しなかったと言われる古代では、おそ

らく「風景」の方が時間を支配していたのではな

いでしょうか。「人」が時間を支配する現代、風

景は本来の「時」を忘れ、人為的に目まぐるしく

変化しているのかもしれません。

今宵も僕はカメラを持って、それらの風景の「時」

を吸い込んでいくのです。
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